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南会津域内の家庭教育の推進や地域教育力の再生に向け、家庭教育に関わる行政機関や団体の方々が集

まり、標記の会議を行っています。 

本年度第１回の会議では、各町村教育委員会及び各団体の事業説明やグループ協議などを行いました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議では、委員の方々から様々な立場で幅広く、家庭教育推進に

必要な視点を挙げていただきました。 

「家庭教育」と言っても、情報モラル、生活習慣、食育、子供の

学びの保障等々、分野は多岐に渡ります。それほど、家庭での教育

は重要ということです。 

しかし、１機関、１団体ではそれらの支援に限界があります。機

関、団体がそれぞれの強みを生かしながら、つながりをもって家庭

教育支援にあたる必要があるということを確認しました。 

こちらのQRコードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

協議テーマ 「何に視点を当てて家庭教育を推進していくか」 

～「家庭教育に関するアンケート」結果から～ 
グループ協議・全体協議 

各団体事業説明 

「NPO法人 はいっと」 

 月１回、南会津町のあた

ご館にて「みんなの食堂 み

なみあいづ」をオープンし

ています。子供から大人ま

で、誰でも大歓迎の食堂で

す。高校生以下は無料でご

はんが食べられます。 

「みなみあいづ たまりば」 

 不登校や登校しぶりで悩んで

いる小中高生、保護者のための

居場所づくりを目的としてスタ

ートしました。サイエンス教室

や料理作り、スポーツなど様々

な活動を行っています。 

 

 親子一緒の体験活動や

講座にもっと参加しても

らえるよう、工夫できな

いかな。 

 もっと、父親が家庭教

育に参画できるように啓

発していく必要がありま

すね。 

。 

 情報モラルについて

は、子供の方がよく知っ

ているかもしれない…親

がもっと勉強しないとい

けないですね。 

 子育てに困っている家庭や不登校の子供たちへの支援は、行政

だけでは難しい。様々な立場から支援できないだろうか。 

 周囲に支援を求めるの

はハードルが高い。どう

すれば支援が必要な家庭

とつながれるかな。 


